















































































































本財の量をa1，消費財のそれを a 2 とする。固定資本は捨象し，一期で消耗する流動資本のみ考慮する
11）。
消費財は生産に投入されず，また 1＞a 1 が成立しているとする。両財とも一期の生産期間を仮定する。
　まず，価値-価格体系の関係について。資本財，消費財を一単位生産するのに要する直接労働の量をそ
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　  （3）
　  （4）
である。ここで p1, p 2 をそれぞれ資本財価格，消費財価格とすれば である（消費財価格
は 1）。r は資本利子率，R は消費財で測った実質賃金率（ ，ただしここで w は貨幣賃金率）

















だしここで k1, k 2 は消費財で測った資本財，消費財を一単位純生産し続けるために必要な資本量である。
　さて，この回帰性を含んだ単線直線的生産構造における資本概念 k 1，k 2 と先の複線回帰的生産構造に


















































となる。これは各財の純生産量 21 , yy にそれぞれの財の生産に必要な再生産資本をかけて足し合わせた
























　それに対して，生産資本概念は，両産業で再生産を保証し（つまり x1, x 2 を生産するために消耗した 




という関係を満たすような x1, x 2 に関心を集中させるような資本概念であるといえる
19）。その資本概念



















なお資本理論についての歴史，および理論的な包括的サーベイについてはKurz, H.D. and Salvadori, N（1995），資




























5 ）これはベーム-バヴェルクとJ.B.クラーク（John Bates Clark, 1847-1938）との論争，あるいはF.ナイト（Frank 















12）ただしここで はいかようにも選べるわけではない。今期消費財部門で生産された x 2=y 2 の消費財で，来
期 y 1 だけ生産する投資財部門で雇用される労働者の消費分 Rt 1 y 1 と消費財部門で雇用される労働者の消費分 Rt 2 y 2 
とがまかなわれなければならないからである。よって が成立しなければならない。この不




14）もちろん，資本財でいえば，y 1 だけの資本財を生産するための資本，つまりh 1 y 1 という形で生産資本概念を用いる
こともできる。だが，これでは今期にしか y 1 を生産できないということになる。これから毎期 y 1 を生産し続ける（あ
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